
 

都
立
産
業
技
術
高
専
・

も
の
づ
く
り
工
学
科
教
授

吉
田
喜
一

今
年
度
末
で
都
立
航
空
工
業
高
等
専
門
学
校
５

年
生
が
卒
業
し
て
、
航
空
高
専
は
閉
校
に
な
り
ま

す
．
１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）
４
月
に
高
専
と

し
て
発
足
し
て
48
年
で
す
。
私
は
航
空
高
専
・
機

械
工
学
科
２
期
生
で
す
．
卒
業
し
て
１
年
間
通
産

省
（
現
経
済
産
業
省
）
に
勤
め
ま
し
た
が
、
そ
の

翌
年
助
手
と
し
て
高
専
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
講
師
、
助
教
授
、
教
授
と
教
員
と
し
て
41

年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
と
し
て
５
年

間
い
ま
し
た
か
ら
、
48
年
中
46
年
間
汐
入
に
か
よ
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
は
こ
の
閉
校
記
念
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責

任
者
で
す
。
閉
校
記
念
誌
発
行
、
閉
校
記
念
式
典
、

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
３
月
28

日
（
日
）
午
後
、
同
窓
会
（
大
空
会
と
い
い
ま
す
）

総
会
が
あ
り
そ
の
後
記
念
式
典
を
本
校
で
行
い
ま

す
。
そ
の
後
日
暮
里
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で

パ
ー
テ
ィ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
が
日

本
全
国
そ
し
て
世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
来
ま
す
．

こ
の
日
は
汐
入
の
と
い
う
よ
り
「
白
髭
西
地
区
」

市
街
地
再
開
発
事
業
の
終
了
記
念
式
典
と
い
う
こ

と
も
の
ち
に
分
か
り
ま
し
た
。
日
程
調
整
し
て
両

方
出
席
し
て
頂
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

先
週
の
土
曜
日
、
２
月
13
日
か
ら
汐
入
の
歴
史

を
振
り
返
る
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま

ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
荒
川
主
催
で
、
リ
バ
ー
パ
ー
ク

汐
入
町
会
の
協
賛
で
す
。
１
回
目
の
伊
東
毅
東
大

大
学
院
教
授
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

拝
見
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
写
真
は
本
当
に
懐

か
し
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
参
加
者
は
住
ん
で

い
る
方
々
（
現
と
元
）
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、

私
の
よ
う
に
学
生
、
教
職
員
と
し
て
４
６
年
以
上

汐
入
に
か
よ
う
と
い
う
の
も
相
当
珍
し
い
方
だ
と

思
い
ま
す
。

奇
し
く
も
航
空
高
専
閉
校
と
汐
入
再
開
発
事
業

終
了
が
同
じ
と
い
う
の
も
何
か
の
縁
で
す
ね
。
都

立
航
空
高
専
は
５
年
前
に
品
川
の
都
立
工
業
高
専

と
統
合
さ
れ
て
都
立
産
業
技
術
高
専
と
な
り
、
こ

ち
ら
は
そ
の
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
，
２
年
前
に
東
京
都
教
育
庁
の

所
管
か
ら
、
「
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
」

と
い
う
法
人
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
旧
都
立
大
学

と
同
じ
法
人
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
教
職
員
は
、
都
の
公
務
員
か
ら
普
通
の
労
働
者

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
上
、
年
俸
制
・
任
期
制
、

教
員
評
価
性
が
導
入
さ
れ
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
航
空
高
専
の
伝
統
は
新
し
い
産
技
高

専
・
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
生

き
続
け
る
で
し
ょ
う
。
学
生
諸
君
は
普
段
の
勉
強

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
ロ
ボ
コ
ン
に
人
工
衛
星

に
各
種
も
の
つ
く
り
に
励
ん
で
、
日
本
の
技
術
発

展
に
貢
献
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
航
空
高
専
は

名
前
が
な
く
な
っ
て
も
不
滅
で
す
。

な
お
高
専
の
定
年
は
63
歳
な
の
で
す
が
、
法
人

化
に
伴
っ
て
私
自
身
は
過
渡
的
に
64
歳
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
，
最
長

で
あ
と
２
年
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
正
月
休
み
を
利
用
し
て
、
私
は
富
山
市
へ

出
か
け
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
暮
れ
に
、
市
内
中

心
部
で
路
面
電
車
が
新
た
に
開
通
し
た
と
聞
き
、

実
際
に
見
て
来
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

富
山
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
り
、
人
口
約4

2

万

人
を
擁
す
る
富
山
市
で
も
、
地
方
都
市
で
典
型
的

な
「
車
社
会
の
進
展
に
よ
る
、
住
宅
や
商
業
施
設

の
郊
外
流
出
＝
公
共
交
通
の
衰
退
と
中
心
市
街
地

の
空
洞
化
」
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
富
山
市
が
中
心
と
な
っ
て
、
車
に
頼
ら

ず
と
も
生
活
で
き
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
市
街
地
活
性

化
を
図
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
ま
ず
、
平
成1

8

年
に
、
富
山
港
線
と
い
う
JR
の
ロ
ー
カ
ル
線
（
日

中
は
１
時
間
に
た
っ
た
１
本
し
か
列
車
が
来
な
か
っ

た
！
）
の
経
営
を
移
管
し
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の

「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
線
」
と
し
ま
し
た
。
車
両

を
小
型
の
軽
快
電
車
に
し
、
住
宅
地
に
駅
を
増
設

し
、
運
行
本
数
を
大
幅
に
増
や
す
な
ど
、
装
い
を

新
た
に
し
た
同
線
の
乗
客
は
大
幅
に
増
え
た
そ
う

で
す
。
特
に
、
車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
が
外

出
す
る
の
に
重
宝
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
回
開
通
し
た
の
は
、

既
存
の
路
面
電
車
（
南
富

山
～
富
山
駅
前
～
大
学
前
）

の
、
丸
の
内
～
荒
町
停
留

所
を
結
ぶ
区
間
で
す
。
こ

の
区
間
は
単
線
で
、
富
山

駅
前
→
丸
の
内
→
荒
町
→

富
山
駅
前
、
と
反
時
計
回
り
に
環
状
運
転
を
行
う

系
統
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
「
セ
ン
ト
ラ
ム
」
と

い
う
愛
称
の
新
型
電
車
が
、
１
周
3.5
キ
ロ
を
20
分

で
走
り
ま
す
。
沿
線
に
は
、
富
山
城
址
公
園
や
、

富
山
随
一
の
繁
華
街･

総
曲
輪
（
そ
う
が
わ
）
が
あ

り
、
地
元
の
人
ば
か
り
で
な
く
、
観
光
客
の
街
歩

き
に
も
便
利
で
す
。
郊
外
店
の
影
響
で
、
総
曲
輪

の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
も
か
つ
て
の
賑
わ
い
か
ら
比
べ

る
と
寂
し
く
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
私
が
訪
ね
た
時
は
百
貨
店
（
富
山
大
和
）
の
付

近
を
中
心
に
そ
れ
な
り
の
人
出
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
開
通
記
念
の
装
飾
も
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ

ま
し
た
。
セ
ン
ト
ラ
ム
も
、
初
乗
り
で
し
ょ
う
か
、

家
族
連
れ
で
終
日
混
雑
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
各
地
を
旅
行
し
て
い
つ
も
気
に
な
る
の
は
、

ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
郊
外
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
栄
え
る
一
方
、
伝
統
的
な
街

が
寂
れ
、
都
市
の
表
情
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
富
山
の
取
組
み
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
が
、
高
齢
社
会
や
中
心
市
街
地
衰
退

の
問
題
に
対
応
す
る
先
進
的
な
事
例
だ
と
思
い
ま

し
た
。
な
お
、J

R

富
山
駅
の
高
架
化
工
事
完
了
後
、

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
線
と
環
状
線
の
線
路
を
つ
な
げ
、

直
通
運
転
す
る
計
画
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
ま
だ

ま
だ
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
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★
休
業
日
の
ご
あ
ん
な
い
★

2
月
23
日
（
火
）
、
3
月
2
日
（
火
）
、1

1
日

（
木
）
、
22
日
（
祝
）
は
、
休
業
日
で
ご
ざ
い
ま

す
。

★
営
業
時
間
の
ご
あ
ん
な
い
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
9
時
30
分
～
PM
7
時

※
3
月
16
日
（
火
）
は
、
PM
5
時
で
終
了
し
ま
す
。

土
・
日
・
祝
日
…
AM
10
時
30
分
～
PM
6
時

メガネの
祐一郎君の
アドバイス

富
山
で
見
た
、
中
心
市
街
地
再
生
へ

の
新
た
な
取
組
み

都
立
航
空
高
専
閉
校

吉田喜一
教授の
ものつくり
工学便り

杉
山
さ
ん
と
歩
こ
う

２
月
28
日
午
後
１
時

集
合
場
所

JR
南
千
住
駅
前

参
加
無
料

千
住
大
橋
と
汐
入
大
橋
を
歩
き
ま
す
。

杉
山
さ
ん
０
９
０
（
４
２
０
３
）
６
５
６
６


